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１．組織の概要
（１）名称：公益法人協会におい・かおり環境協会

（２）代表者：会長（代表理事）小峯裕己

（３）設立年月：昭和 44 年 12 月（法人設立：昭和 62 年 4 月）

（４）所在地 〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 2-14-2 新陽ビル 1106 号

（５）連絡先：

１）代表電話番号 03（6233）9011

２）E メール jaoe@orea.or.jp

（６）環境管理責任者氏名：事務局長 太田進

（７）事業規模：

１）従業員数：７名（内役員１名※、職員６名）

２）事務所延べ床面積：23 坪（1106 号室 17 坪、203 号室 6 坪）

（８）事業活動概要：※

  においの測定・分析から、におい・かおりの研究、快適なかおり環境の創造まで、に

おい・かおりに関する幅広い事業

１） 臭気判定士試験等の実施及び臭気判定士免状の交付に関する業務

２） においとかおりに関する測定・調査・研究の実施及び支援

３） においとかおりに関する技術の開発、知識の収集・整理及びこれらの普及

４） においとかおりに関する学会、講習会等の開催及び国内外との情報交流

５） 良好なかおり環境の形成に向けた普及啓発活動

６） 機関誌及びにおいとかおりに関する図書等の刊行

７） その他、本協会の目的を達成するために必要な事業

  

※協会には非常勤の役員（理事・監事）が 14 名いるが、代表理事である会長を役員１名

として記載している。

※協会が行っている事業の内容は巻末にまとめている。
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２．認証登録の範囲と実施体制

（１）認証登録の範囲：全組織、全職員

（２）環境経営実施体制：

名称 役割・責任・権限
代表者 ◎環境マネジメントシステムの構築、運用の最高責任者

・環境方針の策定、経営における課題とチャンスの明確化
・環境管理責任者、環境管理担当者、EA21 事務局の任命
・環境マネジメントシステムを運用するのに必要な資源（人・資金・機器設備）の提供
・環境活動レポート他 EA21 に関する文書の承認
・環境マネジメントシステムの見直し、改善及び全体の評価

環境管理責任者 ◎環境マネジメントシステム運用、管理の統括責任者として他の責任と関わりなく業務を行う
・環境マネジメントマニュアル（各種手順書・行動指針類）の作成
・環境活動レポートの確認、公表
・環境への負荷と環境への取組状況の把握及び評価
・環境目標及び環境活動計画の策定
・環境教育・訓練の計画と実施
・代表者へ環境マネジメントシステム実施状況の報告
・環境管理担当者会議の招集

環境管理担当者 ◎環境マネジメントシステムを効果的に運用する為に環境管理責任者の下、他の責任と関りな
く業務を行う

・環境負荷に関するデータの収集と環境管理責任者への報告
・環境負荷低減のための推進活動
・環境目標及び環境活動計画の立案

事務局 ◎環境管理責任者を補佐し、EA21活動全般を所管する
・環境活動レポートの作成

技術課・総務課 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性の自覚
・自主的、積極的に環境活動へ参加する

代表者
会長（代表理事）

環境管理責任者
事務局長

環境管理担当兼事務局
2 名

技術課
2 名

総務課
１名
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３．環境経営方針

《 基本理念 》

公益社団法人におい・かおり環境協会は、創業当時から工場その他の事業場の事業活動に伴って発生する悪臭防止対

策に関する調査研究に取り組んでまいりました。それに加え、近年、顕在化している介護臭、ペット臭、カビ臭に代表

される室内のにおいなどの生活環境に関わるにおいの問題を解決し、より快適な生活環境を確保する調査研究に取り組

んでおります。これらの研究活動を通じて、においに関する問題の解決及びかおり環境の創造に尽力し、社会に期待さ

れ信頼されるよう事業を行って参ります。

また、協会の事業活動や職員の生活においても、環境保全に対する意識を保持することを目的に、以下の環境経営方

針の下で協会を運営すると共に日常生活を過ごし、継続的に活動方針の改善を行い、従業員一同環境負荷低減に努めて

参ります。

《 環境経営の指針 》

公益法人協会におい・かおり環境協会は、継続的な発展が可能な社会の実現を目指し、環境負荷の少ない事業活動お

よび環境に配慮したサービスの提供に積極的に取り組みます。

１．環境情報の収集と提供

事業活動を通じてにおい・かおりを含め環境関連の情報収集に努め、これらの情報を従業員で共有するとともに、協

会の会員だけでなく広く社会へ還元するように努めます。

２．環境保全活動

地球温暖化の防止や循環型社会の形成、におい・かおりの社会的ニーズに寄り添うような事業活動に努めるととも

に、従業員の生活においても環境保全を意識した行動を取るように努めます。

３．環境への意識向上

従業員の環境保全に関する知見を深め、業務と個人の生活において環境保全を意識した行動ができるよう努めます。

４．省資源、省エネルギーと３R の推進

事業活動を通じて消費する資源やエネルギー、廃棄物や二酸化炭素の排出などが、地球に対して環境負荷を与えてい

ることを認識し、省資源・省エネルギー活動や循環型社会に関する意識を高め、事業活動と従業員の生活において消費

する資源やエネルギーの削減、廃棄物の排出削減をはじめとする３R（リデュース・リユース・リサイクル）の推進に

努めます。

５．法令遵守

本協会は事業活動に係る環境関連の法規制を遵守します。

制定日：2019 年４月 1 日

会長 小峯 裕己
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４．環境経営目標
（1）環境目標

事務所の冷暖房設定温度や運転時間の適正化、不要な照明器具の消灯、器材の見直しやエコカーの利用やエ

コドライブを心掛けることなどをして、二酸化炭素排出量の削減を目指す。

なお、令和元年度より協会が行うイベントにおいて、環境へ配慮した運営を目指すこととした。

No.

環境方針
事項

目標算出基準値
（令和元年度）
（2019 年度）

目標 目標 目標 目標
令和 4 年度

（2022 年度）
令和 5 年度

（2023 年度）
令和 6 年度

（2024 年度）
令和７年度

（2025 年度）

１

二酸化炭素排出量

の
削減

電力使用量

の

削減

電力使用量 電力使用量 電力使用量 電力使用量 電力使用量

3,812.00 3,697.64 3,659.52 3,621.40 3,583.28

kWh/年 kWh/年 kWh/年 kWh/年 kWh/年

化石燃料使用量

の
削減

化石燃料使用量 化石燃料使用量 化石燃料使用量 化石燃料使用量 化石燃料使用量

35.35 34.29 33.94 33.58 33.23

L／年 L／年 L／年 L／年 L／年

CO2
換算

1,763.10 1,710.21 1,692.58 1,674.95 1,657.32

kg-CO2／年 kg-CO2/年 kg-CO2/年 kg-CO2/年 kg-CO2/年

基準
年比 - 3％減 4％減 5％減 6％減

2

廃棄物排出量

の
削減

一般廃棄物排出量

の
削減

一般廃棄物排出量
一般廃棄物排出

量
一般廃棄物排出

量
一般廃棄物排出

量
一般廃棄物排出

量

359 348.23 344.64 341.05 337.76

kg／年 kg／年 kg／年 kg／年 kg／年

基準
年比 - 3％減 4％減 5％減 6％減

３

提供

する

サ ビス

の
改善

環境負荷軽減対応達成率
環境負荷軽減
対応達成率

環境負荷軽減
対応達成率

環境負荷軽減
対応達成率

環境負荷軽減
対応達成率

環境負荷軽減
対応達成率

81 84 85 86 86

％ ％ ％ ％ ％

基準
年比 - 3％増 4％増 5％増 5％増

※ 化石燃料使用量と一般廃棄物排出量の実績の集計を平成 30 年 8 月から開始した。平成 30 年 8 月から平成 31 年 3
月までの数字を基に目標算出基準を決めた。

※ 環境負荷軽減対応達成率は令和元年度より行うため、目安として目標基準値を決めた。
※ 水使用量は実績の把握ができないため、使用量の節減に努める。
※ 化学物質使用量は、年間の使用量が百ミリリットルに満たないため、維持管理の徹底に努める。
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（2）実績比較

令和４年度（令和４年 4 月から令和５年 3 月まで）の目標と実績の比較をつぎにまとめた。

No.
環境方針事項 目標 実績 評価

CO2
換算
係数

１

二酸化炭素排出量

の
削減

電力使用量

の

削減

電力使用量 電力使用量

〇
0.441※１
（東電）3,697.64 2,551

kWh kWh

化石燃料使用量

の
削減

化石燃料使用量 化石燃料使用量

〇 2.32234.29 0.00

L L

CO2
換算

1,710.21 1,104.58
〇

kg-CO2 kg-CO2

2

廃棄物排出量

の

削減

一般廃棄物排出量

の
削減

一般廃棄物排出量 一般廃棄物排出量

〇348.23 232.4

kg kg

3

提供

する

サ ビス
の
改善

環境負荷軽減対応達成率

環境負荷軽減
対応達成率 ※２

環境負荷軽減
対応達成率 ※２

×84 82

％ ％

※１ 電気事業者別排出係数は R４.１.７ 環境省・経済産業省公表、R４.２.１７一部修正、R４.７.１

４一部追加・更新

※２ 協会が主催する、学会の各種委員会、理事会、総会、講習会等について、環境配慮側面 6 種を全

27 項目でチェックし、継続可能性を可視化した評価法

◇増減について

・電力使用量が目標と実績にくらべ大きく減少している。要因としては、EA21 を導入したことによる

職員の節電意識が高くなったことが考えられる。

・化石燃料は基準年と受託事業内容が変わり、自動車を使用することがなかったことによる。

・一般廃棄物排出量の目標は事務所が手狭なこともあり、更新書類等の紙資産の廃棄を前提にしている

ため多く設定している。令和４年度は廃棄等を実施しなかった。

・環境負荷軽減対策は特に変化がなかった。
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５．環境経営計画に基づいた取り組み
当社では「エコアクション21 ガイドライン2017 年度版」に基づき、事業活動の中で

環境への取組みを推進し、もって持続可能な経済社会の実現に貢献することを目的とした

「環境マネジメントマニュアル」と日常の業務において環境活動を行うための手順書であ

る「行動指針」を定め、それに基づいて環境保全活動に取組んでいます。

令４年度は環境活動の重点項目をつぎの通り計画・実施しました。

環境経営目標項目 環境経営取組項目 取組む内容

二酸化炭素排出量

の
削減

電力使用量

の削減

① 不要な照明の消灯等の徹底

・昼休み時の照明 off

・未使用場所の照明 off

・昼休み時の PC 利用禁止

② 省エネ家電の検討
・照明ＬＥＤ化の検討

・冷蔵庫の省エネ商品に買換え検討

③ 空調管理の徹底
・エアコンの温度調整

・扇風機併用や通風の活用

④ リモートワークの活用
・リモートワークや Web 会議システム

の利用

化石燃料

使用量の削減
① 出張等での移動手段

・レンタカーの省エネ型自動車の利用

・エコドライブの励行

・同乗走行

一般廃棄物排出量の削減

① 分別管理の徹底
・缶、ペットボトルの分別

・コピー用紙、ダンボールの分別

② 紙使用の削減

・裏紙使用

・電子ﾒﾃﾞｨｱによるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の検討

・Web 会議システムの利用

水使用量の節減 水使用の節減
・手洗いなど、水を流したままにしな

い

化学物質管理の徹底

（PRTR 対象物質）
化学物質使用量の把握 ・適正な管理（調達、使用、保管）

提供するサービスの改善 環境配慮の選択
・イベント運営における環境配慮項目

を策定、実施運営
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６．次年度の取り組み
当社が定めた「環境マネジメントマニュアル」及び「行動指針」の中より、次年度の環

境活動で特に重点をおいて取組む事項は以下のとおりです。

令和５年度は環境活動の重点項目をつぎの通り実施します。

環境経営目標項目 環境経営取組項目 取組む内容

二酸化炭素排出量

の
削減

電力使用量

の削減

① 不要な照明の消灯等の徹

底

・昼休み時の照明 off

・未使用場所の照明 off

・昼休み時の PC 利用禁止

② 省エネ家電の検討
・照明ＬＥＤ化の検討

・冷蔵庫の省エネ商品に買換え検討

③ 空調管理の徹底
・エアコンの温度調整

・扇風機併用や通風の活用

④ リモートワークの活用
・リモートワークや Web 会議システム

の利用

化石燃料

使用量の削減
① 出張等での移動手段

・レンタカーの省エネ型自動車の利用

・エコドライブの励行

・同乗走行

一般廃棄物排出量の削減

① 分別管理の徹底
・缶、ペットボトルの分別

・コピー用紙、ダンボールの分別

② 紙使用の削減

・裏紙使用

・電子ﾒﾃﾞｨｱによるﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の検討

・Web 会議システムの利用

水使用量の節減 水使用の節減
・手洗いなど、水を流したままにしな

い

化学物質管理の徹底

（PRTR 対象物質）
化学物質使用量の把握 ・適正な管理（調達、使用、保管）

提供するサービスの改善 環境配慮の選択
・イベント運営における環境配慮項目

を策定、実施運営
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７．環境に関する法規の遵守と評価
当協会に適用となる環境に関する法規と評価は以下のとおりです。（例年 10 月に行っている）

法 規 名 遵 守 事 項 評 価

消防法
防火管理者の届出、火災時の適
切な対応 ○

悪臭防止法 規制基準の遵守 ○

国等による環境物品等の調達の推進等
に関する法律

環境負荷の低減に資する物品・
役務の調達 ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
廃棄物の排出抑制と適正な分
別、処分等 ○

特定家庭用機器再商品化法 特定家庭用機器の適正な処分 ○
なお、過去に環境関連の法規に対する関係機関からの指導及び指摘、不利益処分等や近隣
住民からの苦情、訴訟等はありません。

８．代表者による全体の評価と見直し
環境に携わるものとして、普段から心がけているだけでなく、宣言をすることによ

り、意識の向上と関係者からの指摘による気づきが生まれることを期待して、エコア

クション２１の認証取得を目指し平成 30 年 8 月から取り組みを開始した。

平成 30 年度は意識を持つことに重点を置いた活動が中心であり、令和元年度より

通年を通した実績の把握と対応策の検討を行ってきた。

定めた項目の削減が目標を概ね上回った。これらは、Web 会議システムを用いたイ

ベント運営や委員会活動と職員のリモートワークによるところが大きいと考えられ

る。今後も事業量の変動を考慮して評価する必要がある。

今後は、Web 会議システムを用いたイベント運営から、いわゆるハイブリッド型の

イベント運営へシフトした上で、環境へ配慮した運営を行っていけるかが必要となっ

てくる。

環境経営方針を定め、それに基づいた活動を行ってきているが、新型コロナ終息

後、リモートによる活動からローカルでの活動が増えた。今後も事業活動の変更な

ど、さまざまな環境の変化が考えられるため、その時の状況に即した計画立案と実行

により、一歩一歩着実な環境経営活動に臨んでまいります。

令和５年 4 月 22 日

会長（代表理事）小峯裕己
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協会事業活動概要

１） 臭気判定士試験等の実施及び臭気判定士免状の交付に関する業務

  ・臭気判定士試験および嗅覚検査の実施

・臭気判定士免状の交付管理の実施

２） においとかおりに関する測定・調査・研究の実施及び支援

  ・複数機関で未知濃度の試料ガスの臭気指数を測定し、参加機関の全体の測定結果か

ら各機関の測定精度の評価を行う外部制度管理の実施

  ・自社内で既知濃度の試料ガスの臭気指数を測定し、標準臭気指数と比較すること

で、日常的な精度管理を目的とし適宜行う内部精度管理の実施

  ・外部精度管理によって得られた測定データをもとに、測定上の留意点の解説、各機

関の測定精度の評価を行う技能向上研修会の実施

  ・臭気に係わる嗅覚測定法が適切に行われることを目的とした、技術基準や設備基準

等を満たす機関を認定する、「臭気測定認定事業所」の審査登録制度の実施

  ・嗅覚測定の精度の維持・向上に資することを目的として、嗅覚測定に用いる器材の

品質及び性能を検査し、品質及び性能が確認された製品に対する推奨を実施

３） においとかおりに関する技術の開発、知識の収集・整理及びこれらの普及

  ・臭気対策や技術開発、知識の収集やこれらの普及を目的とした受託事業を実施

  ・臭気対策に関する専門的知識を有し、相談や処理の援助、知識の普及に応ずること

ができる者として、審査を行い登録し、悪臭対策の相談があった際に、相談内容に

応じて適切に対処できる人材を選定し、助言、指導にあたる気対策アドバイザーや

におい・かおり環境アドバイザー制度の実施

４） においとかおりに関する学会、講習会等の開催及び国内外との情報交流

  ・においに関する国内外の研究者、企業人が様々なにおいに関する研究や事例等を発

表し、その科学的妥当性を検討論議する場である学会を実施

  ・においの基礎知識を習いたい方や臭気判定士を目指している方などが、学べる場と

して臭気判定技術講習会を実施

  ・臭気指数の測定を実際に体験できる場として臭気指数研修会を実施



  ・臭気対策を中心とした知識の普及を目指し、毎回様々なトピックスや対策事例など

をテーマとした臭気対策セミナーの開催を実施

  ・標準試料を用いて、臭気強度判定についての習熟体験する場として臭気官能評価に

関する研修会を実施

５） 良好なかおり環境の形成に向けた普及啓発活動

  ・環境省が推進している、熱（ヒートアイランド）、光（光害）、かおり（悪臭）、音

（騒音）といった生活環境の質的なニーズに対応する人間の感覚を重視した街作り

への取り組みに協力実施

６） 機関誌及びにおいとかおりに関する図書等の刊行

  ・様々なにおいに関する研究や事例等を情報提供するにおい・かおり環境学会誌の発   

刊および会員への配付を実施

  ・におい・かおりに関する基礎知識、嗅覚測定法等の測定技術、悪臭対策技術等の書

籍 14 種類を発刊、販売を実施

７） その他当協会の目的を達成するために必要な事業


